
経理担当者 1025名の実態調査から見えた

5人に1人が転職を検討する
立替経費精算の業務負担

ほとんどの企業で日常的に発生している経費精算。

その中でも、従業員が経費を立替払いすることによって発生する立替経費精算の対応は、

経理担当者にとって大きな負担となっていることが調査結果から分かりました。

将来的な経理人材の流出にもつながりかねない

立替経費精算の課題解決につながる新しいアプローチも紹介します。

JOB
CHANGE

調  査  名： 経理部門における実態調査（立替精算）
調査方法： オンライン上でのアンケート調査
調査地域： 全国
調査対象：社員からあげられてきた申請に対して経理処理を行うビジネスパーソン 1025 名
調査期間： 2024年5月28日～ 2024年5月30日
調査企画： Sansan株式会社 

調査概要



1立替経費をなくし、月次決算を加速する「Bill One経費」

立替経費精算の業務負担は軽視できない。
5人に 1人が転職を検討するきっかけに

Sansan株式会社は、経理部門における立替経費精算の実態を把握するべく調査を実施。
立替経費精算の業務負担が経理担当者にどのような心理的影響を及ぼしているかを調査しました。

その結果、立替経費精算に業務負担を感じていると回答した490名のうち、
およそ5人に 1人が「転職を検討したことがある」と回答しました。

経理人材の流出につながりかねない立替経費精算。
どのくらいの負担がかかっているのかを見てみましょう。

およそ5人に1人
（19.6％）

およそ10人に1人
（13.1％）

転職を
検討したことがある

他部門への異動を
検討したことがある

（n=490）

Q  立替経費精算による業務負担を背景として、 
自身の働き方やキャリアを見直すきっかけとなったことはありますか。



2立替経費をなくし、月次決算を加速する「Bill One経費」

手間がかかり、月間の処理件数も多い
立替経費精算による業務負担

1件当たりの対応に要する時間、1カ月当たりに発生する件数などを基に、
立替経費精算に充てられている時間を算出しました。

経理担当者が転職や異動を考えるきっかけにもなり得る業務負担の大きさが見えてきます。

毎月、多くの時間が立替経費精算に取られています。
その負担の要因は、どのようなものなのでしょうか。

1件の立替経費精算を処理するために発生する時間

月間の処理件数が200件の場合

1カ月に処理する立替経費精算の件数 

約8割が10分以下で
処理していると回答

1件当たり
21分以上かかる場合も

最大で
70時間／月*の工数に

* 1件当たりの処理に21分かけた場合

（n=1025）

（n=1025）

1～5分

6～10分

11～15分

16～20分

21分以上

46.7％

32.7％

9.4％

2.8％

8.4％

1～5件 6～10件 11～50件 51～100件 101～200件 201件以上

28.4％ 17.0％ 27.7％ 10.3％ 6.3％ 10.3％



3立替経費をなくし、月次決算を加速する「Bill One経費」

法制度への対応要件の確認

経理担当者が感じる業務負担につながる
立替経費精算の課題

転職や異動を考えるきっかけにもなり得る立替経費精算の対応について、
経理担当者は何を負担の要因と考えているのでしょうか。

調査結果から、さまざまな課題を幅広く解決する必要が見えてきました。

このような幅広い課題の要因に対して、
どのようなアプローチを取ることができるのでしょうか。

（n=490 複数回答）

小口現金の管理・振込が手間 取り扱う紙の多さ

Q  立替経費精算が負担となっている要因は何ですか。

49.8％

費用発生部門とのやりとり ミスができないプレッシャー
38.6％ 37.8％39.6％

48.8％
精算処理のフローが煩雑

42.7％



4立替経費をなくし、月次決算を加速する「Bill One経費」

Bill One経費で実現すること

これまでにない経費精算を実現する
Bill One経費

Bill One 経費は、「立替経費をなくす」という考えに基づいて設計されたクラウド経費管理サービスです。
これまで従業員が立て替えていた経費の支払い方法を専用のカードに変えることで、
企業から立替払いそのものをなくし、これまでにない経費精算を実現します。

立替経費がなくなっていくことで、
どのようなメリットが得られるのでしょうか。

経費の立替払いを
なくせる

99.9％ *の精度で
領収書をデータ化

領収書とカード明細の
金額を自動で突合

オンラインで
経費精算を完結できる

適格請求書の要件を
自動で判定

ペーパーレスを実現し、
クラウド上で一元管理

* Sansan株式会社が規定する条件を満たした場合のデータ化精度



5立替経費をなくし、月次決算を加速する「Bill One経費」

経理担当者に限らず企業全体で、
それぞれにメリットを得ることができます

立替経費精算に関する課題の根本にある立替経費をなくしていくことで、
経理担当者だけでなく、全従業員の業務が大きく効率化されます。
さらに、従業員だけでなく、企業経営にもメリットをもたらします。

立替経費精算に関する経理業務の課題が解決され、
将来的な経理人材の確保につながります。

業務負担を軽減し、離職につながりにくい環境を構築できる

従業員企業

振込手数料の
コストを削減できる

立替払いによる
一時的な金銭負担がなくなる

経費が不正利用される
リスクを軽減できる

精算漏れのような経費の自己負担を
考える機会がなくなる

経理担当者

従業員の銀行口座への振込作業がなくなる 小口現金管理が不要になる
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立替経費をなくし、月次決算を加速する

Bill One

99.9％*の精度でデータ化
AI、OCR、入力オペレーターが、99.9％という高い精度で領収書をデータ化。

利用明細との突合も自動で行い、確認が必要な場合は通知します。

クラウド上で一元管理
経費精算業務に必要な情報をすべて一元管理できます。

他のシステムにデータを連携させて、経理業務を進めることもできます。

経費精算に必要な情報を集約
Bill Oneビジネスカードの利用状況は即時に反映されます。
領収書の提出もスマートフォンで撮影するだけで完了します。

* Sansan株式会社が規定する条件を満たした場合のデータ化精度

経理担当者経費を使った従業員

3つのメリット

オンラインで
経費精算を完結できる

法対応と
業務効率化を実現

Bill Oneビジネスカードで
支払い

領収書

現金で支払い

領収書

現金で支払い

領収書なし

Bill One経費は、専用のビジネスカードで立替払いをなくし、

これまでにない経費精算を実現するクラウド経費管理サービスです。

多くのアナログな対応が発生している経理業務の課題を解決し、企業の月次決算を加速します。

経費の立替払いを
なくせる


